農業委員の皆さまへ
人・農地プラン　夏の陣の取り組みのお願い
　謹啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
　日頃　全国農業会議所の業務推進について特段のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、全国の農業委員の各位におかれましては、平成二十一年末に施行された新たな農地制度の農業・農村での円滑な定着・推進に向け日夜奮闘努力されていらっしゃいますことにつき改めて深甚なる敬意と感謝を申し上げる次第であります。しかしながら、我々の奮闘努力にもかかわらず、農業者の高齢化、農業所得の減少及び食料自給率の低下等、日本の農業・農村を取り巻く危機的状況は深刻の度合いを増しております。
　政府ではこのような事態を打開すべく、全国、全市町村、全集落で平成二十四年度から二カ年で今後五年、十年後の地域の農業・農地の在り方を集落での徹底的な話し合いを通じてその青写真を作り上げる「人・農地プラン」の策定に向けた取り組みを始めたところであります。皆様方の市町村における「人・農地プラン」の策定の取り組み状況はいかがでありましょうか。プランの策定は市町村長部局の責任において行われますが、地域の農業、特に農地の管理、利用調整に責任をもつ我々農業委員会組織にとっても座視し得ぬ重大な課題であります。
　年度の第１四半期が過ぎた現在、全国的なその取り組みは緒についたばかりではありますが、全国各地で取り組みにばらつきが見えるようであります。まもなくお盆の時期を迎え、帰省する地域の人々も迎え、集落や地域の話し合いが持てる時期となります。この時期に合わせて、農業委員会組織ではこの八月から十一月までを農地パトロール月間に位置付け、農地利用状況調査や担い手への農地の利用集積など地域の農業者の目に見える農地の活動を力強くご展開いただくこととなっております。「人・農地プラン」もこの時期にてこ入れをはかることが成果の確保に直結いたします。
　全国の農業委員の皆様どうかこの時期を逃さず、地域の農業・農地の在り方をともに考え、議論を行う「人・農地プラン　夏の陣」の活動を起こそうではありませんか。全国農業会議所では、そのような取り組みを支援するため、「人・農地プラン」に関するわかりやすいパンフレットをはじめ、今回新たにチラシも作成いたしました。是非このチラシ等をご活用いただき、委員各位の担当地区で「人・農地プラン」の啓発・普及と話し合いの取り組みをお願いし、「人・農地プラン」策定に向けた機運の醸成を図っていただいたいと存じ上げます。
　そして、プランの策定が緒についていない市町村においては秋以降の取り組みの起爆剤として、策定中の市町村においては実のあるプランづくりの契機として、策定済みの市町村・地域においてはその実現と質の向上が図られるように、農業委員の皆様のご活躍により、全国で「人・農地プラン」の策定のうねりを巻き起こす「夏の陣」にお取り組みいただきたく、お願いを申し上げます。
　今後、ＴＰＰの問題をはじめ日本農業を取り巻く情勢はますます厳しい秋を迎え、農業委員会組織の在り方についても平成二十二年六月の閣議決定「規制・制度改革の対処方針」に基づく検討が本格化する見込みです。
　何卒意のあるところをお酌み取りいただき、全国の農業委員の皆様の奮励を心よりお願い申し上げる次第であります。
平成二十四年七月
全国農業会議所
会長　二田孝治
